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Elémentaire Leçon5-4 （初級 5-4） 

L’expression de la négation. （否定の表現 5-4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L'objectif de cette leçon （このレッスンの目的） 

・否定表現の組み合わせ】【否定疑問文】について学習します。 

・単語学習では、【国名、言語、国籍】について学習します。 
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Partie 1 ～ La conversation（会話） ～ 

※Révisions de la partie 1 de l’élémentaire 5 (初級 5、会話の復習)  

 

 

 

 

 

Suzanne： ★1 Tu parles bien français. Parles-tu aussi anglais? 

Maiko： ★2 Merci. Oui, je parle aussi anglais. Et toi? 

Suzanne： 
★3 

Moi, je parle français et anglais. Je fais du japonais 

au lycée, mais je ne le parle pas bien. 

 

 

 

    

Suzanne： フランス語が上手ね！英語も話せるの？ 

Maiko： ええ、英語も話せるよ。スザンヌは？ 

Suzanne： 私は、フランス語と英語を話すわ。 

高校で日本語を習っているけれど、あまり話せないの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師が「★1（lisez étoile un）」などと指示を出しますので、まずは自分で読んでみましょう。その後、

講師が正しい読み方で発音しますので、真似してください。 

（先に講師が読む場合があります。その場合は、講師の発音をしっかり聞き、リピートしましょう。） 
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Partie2 ～ Grammaire（文法） ～ 

否定表現の組み合わせや、否定疑問文とその答え方について学びましょう。 

文法に関する説明は、事前に読んで学習し理解しておきましょう。 

 

 

（Le professeur se contente d’indiquer l’endroit où commencer la lecture,(Par exemple ★4 : lisez étoile quatre.） 

 

否定文の組み合わせ 

初級 5-3 で様々な否定文の表現を学習しました。 

plus（もう）、jamais（決して）、rien（何も）、personne（誰も）は組み合わせて表現することもできます。 

主語 + ne（n’） 動詞 plus jamais (=jamais plus) ～ → もう二度と～ない。 

★4 例：Elle ne viendra plus jamais ici. (彼女はもう二度とここに来ないだろう。) 

※viendra は venir の未来形です。（未来形は初級 12 で学習します） 

主語 + ne（n’） 動詞 plus rien [personne] ～ → もう何も[誰も]～ない。 

★5 例：Elle ne dit plus rien.  (彼女はもう何も言わない。) 

主語 + ne（n’） 動詞 jamais rien[personne]  ～ → 一度も（今までに）何も[誰も]～ない。 

★6 例：Elle n’a jamais aimé personne.  (彼女はこれまで誰も愛したことがない。) 

※avoir aimé は、aimer の複合過去（過去形）です。（複合過去は初級 11 で学習します。） 

否定疑問文と答え方（phrases interrogatives négatives et les réponses associées） 

否定疑問文は、疑問文の動詞を ne と pas ではさんで作ります。初級 5-3 や 5-4 で学習したように、pas を他

の語に置き換えることで、様々なニュアンスの否定疑問文を作ることができます。 

【話し言葉】 ① 主語＋ ne(n’) 動詞 pas ＋～↗？ 

通常の否定文の語順のまま、文末のイントネーションを上げて読みます。 

★7 例：Elle ne parle pas français? (彼女はフランス語を話せないのですか？) 

★8 例：Elle n’a pas de voiture? (彼女は車を持っていないのですか？) 

【話し言葉】 ② est-ce que＋主語＋ ne(n’) 動詞 pas ＋～↗？ 

主語＋動詞の文頭に est-ce que(qu’)をつけます。 

★9 例：Est-ce qu’elle ne parle pas français?  (彼女はフランス語を話せないのですか？) 

★10 例：Est-ce qu’elle n’a pas de voiture? (彼女は車を持っていないのですか？) 

【書き言葉】 ③ Ne (N’) 動詞 - 主語  pas ＋～↗？ 

‐でつながれた語全体を ne と pas ではさみます。 

★11 例：Ne parle-t-elle pas français?  (彼女はフランス語を話せないのですか？) 

★12 例：Clara ne parle-t-elle pas français?  (クララはフランス語を話せないのですか？) 

★13 例：Clara n’a-t-elle pas de voiture? (クララは車を持っていないのですか？) 

否定疑問文の答え方（Si と Non） 

否定疑問に対して肯定の回答をする場合は、Si を用います。Oui ではないので注意しましょう。 

否定の回答をする場合は、Non を使います。 

なお、英語の否定疑問文の回答と同様、フランス語は答える内容自体が肯定か否定かで答えるのに対し、日

本語訳は質問に対する同意・否定を表すため、日本語訳では Si がいいえ、Non がはい になります。 

講師が「★4 (lisez, étoile quatre)」などと指示を出しますので、まずは自分で読んでみましょう。 

その後、講師が正しい読み方で発音しますので、真似してください。 



Copyright©Frantière All rights reserved 

★14 例：Elle ne parle pas français?  (彼女はフランス語を話せないのですか？) 

     ‐Si, （ elle parle français） (いいえ、（話せます。）) 

     ‐Non,（elle ne parle pas français. ） (ええ、（話せません。）) 

★15 例：Vous ne voulez pas aller au cinéma?  (映画に行きたくありませんか？＝映画に行きませんか？) 

     ‐Si, je veux bien. (はい、行きたいです。)  

★16 【練習問題～Exercices～】 

学習した否定疑問文を使って、自由に講師に質問してみましょう。 

講師が écrivez と言ったら、チャットにスペルを記入しましょう。 

例：（生徒）Est-ce que vous ne parlez pas français? →（講師）Si, je parle français. 

★17 【練習問題～Exercices～】 

講師が否定疑問文で質問します。「いいえ、○○○です。」もしくは「はい、○○○ではありません。」

と答えましょう。 

講師が écrivez と言ったら、チャットにスペルを記入しましょう。 

例：（講師）Est-ce que tu n’as pas de voiture? →（生徒）Non, je n’ai pas encore de voiture. 

 

Partie3 ～ Leçon de vocabulaire（単語学習） ～ 

よく使う国名と言語、国籍を表す単語を覚えましょう。 

【～国名と言語が一致する主な国 2～】 

 国名 国籍（○○人） 形容詞（○○の） 

男性 女性 男性形 女性形 

 ★18  

pays（m）（国） 

★19  

nationalité（f） 

★20  

adjectif（m） 

チュニジア ★21 

Tunisie（f） 

★22 

Tunisien 

★23 

Tunisienne 

★24 

tunisien 

★25 

tunisienne 

モロッコ ★26  

Maroc（m） 

★27  

Marocain 

★28 

Marocaine 

★29  

marocain 

★30 

marocaine 

エジプト ★31  

Égypte（f） 

★32  

Égyptien 

★33  

Égyptienne 

★34  

égyptien 

★35  

égyptienne 

インド ★36 

Inde（f） 

★37 

Indien 

★38 

Indienne 

★39 

indien 

★40 

indienne 

ブラジル ★41 

Brésil（m） 

★42 

Brésilien 

★43 

Brésilienne 

★44 

brésilien 

★45 

brésilienne 

 

★46 【練習問題～Exercices～】 

講師が国名（A）を言いますので、「○○は（A 人）です。A 料理が好きです。」言いましょう。○○は自由

に主語を入れてください。 

講師が écrivez と言ったら、チャットにスペルを記入しましょう。 

例：（講師）Tunisie →（生徒）Elles sont Tunisiennes. Elles aiment la cuisine tunisienne. 
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Partie4 ～ Exercices（練習問題） ～ 

A ：以下の日本語を、フランス語にして読みましょう。講師が écrivez と言った場合は、チャットにスペルを記入し

ましょう。 

★47 君はもう何も食べないの？ ※食べるは manger です。  

★48 私はもう二度とスケートはしない。 

★49 (M.A)君もうお金持ってないの？   

(M.B)いや、まだ 20 ユーロあります。 

★50 (M.A)携帯電話（un téléphone portable）をお持ちではないのですか？  

(M.B)いや(持っているよ)。  

★51 (M.A)僕は車が欲しい。 ※車 une voiture 

(M.B)まだ持ってないのですか？ 

(M.A)うん(持ってない)。 

★52 (M.A)ルーブル美術館(le Musée du Louvre)に行きませんか？ 

(M.B)ええ、行きましょう。 

★53 (M.A)Adam はドイツ人じゃないの？ 

(M.B)うん、イタリア人だよ。彼はドイツ出身で、ドイツ語もイタリア語も英語も話すよ。 

 

 

★54 B：講師がこれからフランス語で質問します。フランス語で答えてみましょう。 

※難しい場合は écrivez と言い、チャットに記入された文を見ながら考えてみましょう。 

 

 

★55 C：講師がこれから言う単語や文章を聞き取り、チャットに書いてください。講師が正解とつづりをチェックし

ます。 


